
当協議会で発行している広報紙(社協だより、
社協ニュース)の広告を募集しております。
広告掲載料は郡山市内の地域福祉に役立

てられます。

社協だより 年１回 全戸配布
社協ニュース 年４回 郡山市内の公共施設、

社会福祉施設、
ヨークベニマル等

【問い合わせ先】郡山市社会福祉協議会

各種事業に関すること Tel ０２４－９３２－５３１１

Fax ０２４－９３２－６７６８

http://www.koriyamaｰshakyo.jp/ 

特 集 ◇地域ぐるみで子育て支援！

◇新型コロナウイルス感染症の影響による

休業や失業で、生活資金にお悩みの皆さまへ

生活福祉資金緊急小口資金（特例貸付）開始

◇郡山市子ども食堂ネットワーク

◇被災地住民支え合い活動助成事業スタート

◇広報紙広告募集

＜編集・発行＞

社会福祉法人郡山市社会福祉協議会

〒963-8024 郡山市朝日一丁目29-9

(郡山市総合福祉センター１階)   

TEL 024－932－5311 FAX 024－932－6768

ホームページ facebook
こおりやま 社協 検索

No，04
４

おねがい

ボランティアセンター ℡ ０２４－９２４－２９６８

ホームヘルプサービスセンター ℡ ０２４－９２４－２９６０

指定居宅介護支援事業所 ℡ ０２４－９２４－２９６１

指定特定・障害児相談支援事業所
障がい者相談事業所

避難者生活支援相談室 ℡ ０２４－９５３－８３３７

℡ ０２４－９８３－８３１１

社協だより
１枠１回20,000円

社協ニュース
１枠１回10,000円

た
て
約
４c

m

よこ 約７cm

ボランティア活動保険は、日本国
内において無償で活動するボラン
ティアの方々のための補償です。
活動のための往復途上の事故も

含め、活動中に起きた自身のケガ
や、他人の身体・財物に損害を与
えた場合などに補償されます。

保 険 料

基本プラン

３５０円

天災・地震補償プラン

５００円

補償期間：加入手続きの完了した日
の翌日から令和３年３月３１日まで

社 員 ５００円以上
特 別 社 員 ２万円以上
銀色有功章社員 ２０万円以上
金色有功章社員 ５０万円以上

日本赤十字社は、人道と博愛の精神
に基づいて、災害救護活動をはじめ、
国際活動、血液事業、奉仕団活動の推
進、青少年赤十字活動の奨励及び救急
法や健康生活支援講習の普及等を推進
しています。

これらの事業を支えているのは、赤
十字社員（社費として毎年５００円以
上納入していただいた方）として協力
してくださる市民の皆様です。

５月は赤十字社員増強運動月間です。
多くの皆様のあたたかいご協力をよろ
しくお願いします。

○対象団体 県内在住者５名以上で構成されているボランティアグループや NPO法人等の非営利団体で、浜通り地区の
市町村、川俣町若しくは田村市の住民同士が助け合う団体、又は当該市町村の被災者を支援する団体に限る。

○対象活動 県内で令和２年度に実施する次の①～③の活動
①東日本大震災による避難者、帰還者及び転居者の住民同士が行う助け合い活動
②東日本大震災により多くの住民が避難した地区等において、コミュニティを再生するために住民同士が行う
助け合い活動

③ ①と②の被災地住民を支援する活動
○助成金額 １回の応募につき１０万円を上限。同一団体の助成は年２回まで。
○募集期間 令和２年４月１日（水）から、随時受付。ただし、助成予定総額に達した時点で受付を終了
○応募書類 ダウンロード https://www.akaihane-fukushima.or.jp/
○応募書受付 郡山市共同募金委員会（郡山市社会福祉協議会内）

被災地住民支え合い活動事業は、復興・災害公営住宅や避難先、転居先での新たなコミュニケーションづくりや、避難解除
となった地区や津波等で被災した地区のコミュニティの再生を目的とし、交流事業や支援活動に助成します！

令和２年度 赤い羽根「災害ボランティア・NPO活動サポート募金2」被災地住民支え合い活動助成事業のご案内

おしらせ

募 集

郡山市では、令和元年１０月に子ども食堂、支援企業・団体及び市が連携し、
子ども食堂の運営を支援するためネットワークを立ち上げました。

ネットワークに登録している「子ども食堂」や「支援企業・団体」
についての詳しい内容は、郡山市ウェブサイトをご覧ください。
子ども食堂を利用したい方：直接、子ども食堂にご連絡ください。
子ども食堂を始めたい方・支援したい方：担当課までご連絡ください。
担当：郡山市こども未来課 ℡０２４－９２４－３８０１

あなたの会社をＰＲしませんか？

（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
イ
メ
ー
ジ
）

郡山市ウェブサイト

郡山地区社会福祉協議会 富田支部 子育てサロン

新型コロナウイルス感染症の影響による
休業や失業で、生活資金にお悩みの皆さまへ

１．受付期間 令和２年７月末日まで（予定）
２．受付時間 ９：００～１６：３０

（土日、祝日を除く）
３．受付場所 郡山市総合福祉センター １階
４．対 象 者 新型コロナウイルスの影響を

受け、収入の減少があり、緊急
かつ一時的な生計維持のため、
貸付金を必要とする世帯

５．そ の 他 必要書類等の詳細につきまして
は、実施主体となる福島県社会
福祉協議会のＨＰをご覧ください。

当協議会では、新型コロナウイルスの影
響により収入減少した世帯に、生活福祉資
金緊急小口資金（特例貸付）の受付を行っ
ています。

福島県社協 検索

貸 付

“手洗い・うがい”が、あなたを、郡山を、日本を、世界を救います。

http://koriyama-shakyo.jp/index.html


子どもの遊び場と

地域のつながりの場を、より身近に。

～子 育 て 支 援～

子
育
て
の
現
状

世
代
間
交
流
と
は
？

「子育てサロン」と「世代間交流」の効果
参加されたお母さんなどから「子どもも楽しく遊べてよかった！」「ママ友ができ

ました！」「子どもを見ててくれてるから久しぶりにゆっくりとした時間を過ごす

ことができました！」なんて嬉しい感想をいただいてます！

Ｖ子育てに共感し合える
仲間ができる

Ｖ
Ｖ

子
育
て
サ
ロ
ン
と
は
？

「
子
育
て
サ
ロ
ン
」
は
、
孤
立

し
が
ち
な
子
育
て
家
庭
を
地
域
で

支
援
す
る
こ
と
を
目
的
に
子
育
て

家
庭
の
親
子
、
祖
父
母
等
と
地
域

住
民
が
、
多
様
な
活
動
を
通
じ
て

子
育
て
を
楽
し
み
仲
間
づ
く
り
を

行
う
支
え
合
い
の
活
動
で
す
。

「
世
代
間
交
流
」
は
、
高
齢
者

が
子
ど
も
に
昔
遊
び
を
教
え
た
り
、

子
ど
も
が
高
齢
者
に
合
唱
や
劇
を

披
露
し
た
り
し
て
、
世
代
を
超
え

て
交
流
を
深
め
ま
す
。

活
動
で
は
、
季
節
の
行
事
、
劇
、

手
作
り
の
お
も
ち
ゃ
づ
く
り
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
地
域
の
文
化

や
歴
史
の
伝
承
、
昔
遊
び
、
ス

ポ
ー
ツ
を
通
し
て
世
代
間
の
交
流

を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
者
は
、
地
域
の
高
齢
者
や

子
ど
も
と
な
り
ま
す
。

地
域
の
中

に
は
、
地
域

の
保
育
所
や

幼
稚
園
等
を

訪
れ
て
、
節

分
や
夏
祭
り

等
の
行
事
に

参
加
す
る
こ

と
も
あ
り
ま

す
。

当
協
議
会
の
子
育
て
支
援
に

向
け
た
取
り
組
み

当
協
議
会
で
は
、
「
子
育
て
サ

ロ
ン
」
や
「
世
代
間
交
流
」
を
開

催
す
る
福
祉
委
員
へ
の
支
援
の
一

環
と
し
て
、
毎
年
、
研
修
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

研
修
会
で
は
、
市
内
の
保
育
所

の
保
育
士
を
講
師
と
し
て
招
き
、

活
動
に
役
立
つ
手
遊
び
や
工
作
な

ど
を
学
ん
で
い
ま
す
。
（
写
真
）

子ども同士の
交流の場

自分の地域と
つながりができる

Ｖ高齢者とのふれあいの中で
知識や経験を得られる

Ｖ高齢者と子どもの
関係構築できる

例えば、こんな時に…
〇子どもの室内での相手をしてほしい…
〇朝のゴミ出しに困っている…
〇お掃除やお風呂の掃除を手伝ってほしい…
〇電球交換や季節の衣類の出し入れが不安…など

助っ人会員(有償ボランティア)がお手伝いします！

〇簡単な家事 〇子どもの室内での相手（保護者同伴）〇掃除
〇ゴミ出し 〇外出時(通院、買い物)の付き添い 〇その他

※利用時間は、１日１回２時間を限度とする。
※年末年始、土日、祝日を除く。

妊産婦・高齢者・障がい者の日常生活において「ちょこっと困っている
…」ことや「安心できる自立生活」のお手伝いをする応援団です。

「住民参加型在宅福祉サービス事業」
たすけあい活動

【曜日・時間】月曜～金曜日 8時30分～17時(必要に応じて7時～8時30分)
【利用料】 10分単位 100円（チケット事前購入制）

田
村
町
桜
ヶ
丘
町
内
会
長
の
佐
川
桂
樹
さ

ん
は
五
月
十
五
日
に
子
ど
も
食
堂
「
福
笑
門

(

ふ
く
え
も
ん)

」
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
福
島

か
ら
笑
顔
を
発
信
し
た
い
と
名
付
け
ま
し
た
。

『
地
域
の
た
め
に
何
が
で
き
る
だ
ろ
う
』

と
考
え
、
町
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

「
居
場
所
」
を
作
り
た
い
と
思
い
を
つ
づ
る

佐
川
さ
ん
。
「
子
ど
も
た
ち
が
安
心
・
安
全

で
暮
ら
せ
る
町
は
大
人
に
と
っ
て
も
同
じ
。

皆
が
気
軽
に
立
ち
寄
り
、
笑
顔
に
な
れ
る
子

ど
も
食
堂
を
目
指
し
ま
す
。
」
と
佐
川
さ
ん

は
話
し
ま
す
。

子
ど
も
食
堂
は
月
２
回
程
度
、
田
村
町
で

開
か
れ
る
予
定
で
す
。

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
育
む

～
子
ど
も
へ
の
愛
を
形
に
し
た
子
ど
も
食
堂
～

令
和
二
年
二
月
、
薫
地
域
公
民
館
で
菜

根
支
部
に
よ
る
「
春
祭
り
」
世
代
間
交
流

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
小
学
生
か
ら
高
齢
者
と
幅
広

く
約
百
名
が
参
加
し
、
賑
わ
い
を
み
せ
ま

し
た
。

「
春
祭
り
」
世
代
間
交
流

～
菜
根
支
部
～

福
祉
委
員
な
ど
に
よ
る
「
ち
ら
し
寿
司
、

す
ま
し
汁
、
桜
餅
、
ケ
ー
キ
」
な
ど
、
ひ
な

ま
つ
り
メ
ニ
ュ
ー
が
準
備
さ
れ
ま
し
た
。

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
方
は
「
み
ん
な

で
食
べ
る
と
お
い
し
い
ね
。
い
つ
も
楽
し
み

に
し
て
い
る
。
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

「
春
祭
り
」
で

は
、
三
名
の
小
学

生
「
さ
く
ら
っ

こ
」
が
語
り
部
を

披
露
し
て
く
れ
ま

し
た
。
（
写
真
）

参
加
さ
れ
た
方

か
ら
は
「
方
言
が

か
わ
い
い
ね
」
と

笑
顔
が
溢
れ
て
ま

し
た
。

ま
た
、
「
シ
ニ

ア
う
ね
め
太
鼓
紅

葉
組
」
に
よ
る
迫

力
あ
る
演
奏
を
五

曲
披
露
し
て
い
た

だ
き
、
自
分
の
体

で
味
わ
う
、
太
鼓

の
響
き
で
圧
倒
し
、

会
場
を
盛
り
上
げ

ま
し
た
。(

写
真
）

近
年
、
子
育
て
家
庭
を
め
ぐ
る

社
会
環
境
は
、
大
き
く
変
化
し
、

そ
の
課
題
も
一
層
複
雑
化
し
て
い

ま
す
。

地
域
で
多
様
化
す
る
育
児
課
題

の
解
決
に
向
け
て
、
子
育
て
家
庭

を
社
会
全
体
で
支
え
、
社
会
参
加

や
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

当
協
議
会
に
お
い
て
も
地
域
住

民
と
福
祉
委
員
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
が
参
加
・
協
働
し
「
子
育
て

サ
ロ
ン
」
や
「
世
代
間
交
流
」
活

動
な
ど
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
地
域
福
祉
活
動
の

取
組
は
、
子
ど
も
の
遊
び
場
の
充

実
と
親
の
育
児
に
対
す
る
不
安
の

解
消
に
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

対
象
者
は

子
育
て
の
当

事
者
で
、
主

に
未
就
学
児

と
そ
の
親
子

が
対
象
と
な

り
ま
す
。
ま

た
、
妊
娠
中

の
方
も
参
加

で
き
ま
す
。

（
子
育
て
サ
ロ
ン
の
様
子
）

産
後
ヘ

ル
パ
ー
に

関
す
る
お

問
い
合
わ

せ
は
ホ
ー

ム
ヘ
ル
プ

サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー

へ
。

令
和
二
年
一
月
、
桃
見
台
地
域
公
民
館

に
て
桃
見
台
支
部
に
よ
る
子
育
て
サ
ロ
ン

「
お
や
こ
で
あ
そ
ぼ
う
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

サ
ロ
ン
で
は
、
桃
見
台
地
域
の
子
ど
も

た
ち
と
お
母
さ
ん
な
ど
が
十
二
組
参
加
し
、

お
も
ち
ゃ
で
遊
ん
だ
り
、
親
同
士
お
し
ゃ

べ
り
を
し
た
り
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
は
、
桃
見
台
保
育
所
の
園

児
た
ち
も
一
緒
に
参
加
し
、
も
ち
つ
き
大

会
も
開
催
！

地
域
で
活
躍
す
る
桃
見
台
支
部
の
福
祉

委
員
の
方
が
「
も
ち
つ
き
う
た
」
を
披
露

し
、
子
ど
も
た
ち
も
「
ヨ
イ
シ
ョ
～
ヨ
イ

シ
ョ
～
♪
」
と
掛
け
声
を
か
け
な
が
ら
大

賑
わ
い
で
し
た
。

お
や
こ
で
あ
そ
う
ぼ
う

～
桃
見
台
支
部
～

毎
年
恒
例
の
も
ち
つ
き
は
、
地
域
と
の

交
流
を
図
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
に
、

日
本
文
化
を
伝
承
す
る
大
切
な
行
事
と

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
桃
見
台
支
部
で
は
、
お
子
さ
ん

が
大
き
く
な
り
サ
ロ
ン
を
卒
業
し
た
お
母

さ
ん
の
み
の
参
加
も
歓
迎
し
て
お
り
、
地

域
の
中
で
い
つ
ま
で
も
繋
が
り
合
え
る
関

係
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

（
世
代
間
交
流
の
様
子
）

ま
た
、
当
協
議
会
で
は
産
後
ヘ

ル
パ
ー
派
遣
事
業
も
行
っ
て
い
ま

す
。出

産
後
間
も
な
い
時
期
に
あ
る

お
母
さ
ん
を
対
象
と
し
、
家
事
や

育
児
の
お
手
伝
い
を
す
る
ヘ
ル

パ
ー
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

子
育
て
に
関
す
る
お
困
り
ご
と
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
！

「
子
育
て
サ
ロ
ン
に
参
加
し
て

み
た
い
け
ど
、
参
加
方
法
が
わ
か

ら
な
い
し
誰
に
相
談
し
た
ら
い
い

の
？
」

「
サ
ロ
ン
運
営
の
お
手
伝
い
を

し
た
い
け
ど
、
何
を
し
た
ら
い
い

の
？
」

「
子
育
て
の
こ
と
を
相
談
し
合

え
る
、
マ
マ
友
が
欲
し
い
な
ぁ
」

こ
の
よ
う
な
お
悩
み
を
お
持
ち

の
方
に
対
し
て
、
地
域
の
相
談
役

と
し
て
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
が
地
域
の
必
要
な
活
動
・
人

に
お
繋
ぎ
を
し
ま
す
。

郡
山
市
で
は
、
地
域
住
民
が
住

み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
、
元

気
に
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
、
子

ど
も
へ
の
支
援
も
含
ん
だ
地
域
の

支
え
合
い
や
助
け
合
い
を
広
め
、

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
。

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

は
、
地
域
の
課
題
や
大
切
な
活
動

を
皆
様
方
か
ら
お
聞
き
し
、
悩
み

事
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
関
係
者
と

の
連
携
に
よ
る
適
切
な
支
援
へ
と

結
び
つ
け
る
活
動
を
日
々
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

相
談

悩
み

生活支援コーディネーター

子
ど
も
た
ち

の
番
に
な
る
と
、

自
分
の
背
丈
よ

り
も
長
い
千
本

ぎ
ね
に
ワ
ク
ワ

ク
し
な
が
ら
、

親
と
一
緒
に
も

ち
つ
き
を
楽
し

み
ま
し
た
。

(

写
真)

サロン参加・担い手としての
協力
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